
- 1 -

数学科学習指導案

平成２０年○月○日(月) 第２学年

授業の視点

課題解決的な学習は思考力、表現力を高めるのに有効であったか。

Ⅰ，題材名 「一次関数」

Ⅱ，題材の考察

１，教材観

（１）本題材で学習する内容は次の通りである。

①一方が２倍、３倍、４倍・・・になると、他方が２倍、３倍、４倍・・・になるもの

にある数を足した値になる関係がわかること。

一次関数とは一方が他方に比例しながら変わるものにある数を足した関係であること

がわかること。

②一次関数の式、グラフの意味がわかること。

一次関数は必ず一方が片方の何倍かで表せるものにある数を足した値になっているこ

とから一次関数の式がｙ＝ a χ＋ｂで表せ、グラフの傾き切片の意味やグラフが直線に
なることが分かること。

③一次関数の変化の割合が一定なこと、χの変域についてのｙの変域がわかること。

④２元一次方程式を成り立たせるχ、ｙの値の組の関係も一次関数の関係であり、２つ

の２元一次方程式のグラフの交点のχ座標、ｙ座標はその両方の方程式の条件をみたす

解であることがわかること。

（２）一方が２倍、３倍、４倍・・・になると、他方が２倍、３倍、４倍・・・になるも

のにある数を足した値になる関係を学ぶ過程で生徒は次のような数学的な見方・考え方

を育んでいくと考える。

①一次関数の関係は既習の比例の関係にある部分（一方が２倍、３倍、４倍・・・にな

ると、他方が２倍、３倍、４倍になる）にある数を足している関係であると認識してい

く見方・考え方。

②一次関数は必ず一方が片方の何倍かで表せるものにある数を足した値になっているこ

とから一次関数の式はｙ＝ a χ＋ｂで表せ、グラフは一方が他方に対して一定の割合で
増加または減少することから直線で表せると認識していく見方・考え方。

③一次関数の変化の様子を推測したり、未知の値を見通しを持って求めたりする見方・

考え方。

一次関数は一定に変化すること（比例する部分があること）から、その変化の様子に

見通しを持ち、未知の値を式や、グラフを用いたりして見通しを持って導く見方・考え

方。

（３）本題材を学ぶことによって一方が２倍、３倍、４倍・・・になると、他方が２倍、

３倍、４倍・・・になるものにある数を足した値になる関係を式やグラフを用いて表し

たり、その式やグラフを用いて具体的な条件のときの数値を求めたり、２つの２元一次

方程式の両方の条件をみたす解を連立方程式やグラフを用いて求めることが適切に処理

できるようになると考える。

（教科書Ｐ５１のたしかめ１、Ｐ５２のたしかめ１、Ｐ７６のＡ１，２，３，４の各

問題を解くことができる。）

（４）一方が２倍、３倍、４倍・・・になると、他方が２倍、３倍、４倍・・・になるも

のにある数を足した値になる関係がわかることを学ぶ過程で、生徒は自ら考える、課題

追求する、級友とともに論理性を追求するなどの力を育み、既習の知識に基づいて筋道

だった考えに興味・関心を示し、筋道だった考え方で学習を進めようとする態度を培う

ことができると考える。
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２，生徒の実態

レディネステストの結果は以下の通りである。（数字は正答率）

１，□を使って次のことを表す式を書きなさい。

・１２０円のノート□冊と８０円の鉛筆を１本買った代金 11/18
２，次の計算をしなさい。

１－９＋６ 18/18 ②（－４）×（－８） 18/18 ③（－３） ２ 18/18
３，①底辺が５ｃｍ、高さが６ｃｍの三角形の面積 16/18

②半径５ｃｍの周の長さ（ただし、円周率を３，１４として計算しなさい。） 15/18
観点別の実態は下記の通りである。

①学習内容（数学的な表現処理の仕方と知識・理解）

ある数量を他の数量をもとにした式で表すことも□や○を用いて簡単に学習してきてい

る。しかし、その捉えはそれほど的確ではない。数の代わりとして文字を用いることは、

小学校においても生徒は、例えば a ＋ b ＝ｂ＋ a b/a ÷ d/c ＝ b/a × c/d ｙ＝決まっ

た数×ｘ ５：７＝ｘ：１２ のような形で学習してきている。整数や小数の四則演算で

時間のかかる生徒が１名、分数の四則演算でつまずく生徒が３名いる。正負の数の四則演

算については全員理解はしている。図形の公式について理解不十分な生徒が３名いる。

②数学的な見方や考え方

文字式を求める場面では、直観的に判断し、それを既習事項を活用して論理的に思考を

進め、解決できる生徒は多い。文字式の計算の仕方も予習して知識として持っている生徒

もいるが、これらの生徒も含めて既習の学習内容を根拠にして、多くの生徒が学習を進め

られると考えている。

③関心、意欲、態度

文字式を求める場面では直観的に判断し、解決していこうとする生徒が多い。また、ど

うしてそうなるのか追究していく意欲のある生徒も多い。具体物を使った操作的な活動に

も関心が強い。発表も進んでする生徒も多いが発表の仕方、聞き方が身に付いていない生

徒もいるので配慮していきたい。生徒同士で意見を交流することなどは比較的活発である。

文字式の学習には多くの生徒が意欲を持って取り組むと予想している。しかし、文字式

を導き出す過程や計算の過程でつまずき、学習への意欲が低下する場面もあるので配慮し

ていきたい。

３，指導方針

・文字式をつくる場面では、ある数量を他の数量を基にどうしてそのような式に表すのか

その意味を考えさせていきたい。この章全体を通してくり返しそういう場面をつくりたい。

・１つの文字式から様々な問題をつくることを通して関係として同じという見方・考え方

を育みたい。

・文字式は生徒にとっては新しい言語と等しい感覚であることを認識し、式の計算等、様

々な場面で文字式の計算のきまりにくり返しふれていきたい。

・文字にある数を代入して式の値を求める場面でも他の数量の値が決まるとそれに関係す

るある数量の値が決まることを意識させたい。

・文字式の四則演算の場面でも小学校での数の四則演算と同じように、加減については同

種類のものを足したり引いたりしていること、乗除についてはある種類のものが何個分あ

るというように異種類の性質のものをかけ合わせていることやそれから一単位数量を求め

ていくことを図などを用いて簡単に捉えさせたい。

・計算の過程でつまずく生徒には、机間指導でそのつまずきを観ていきたい。特に分数の

四則演算では注意したい。また、正負の数の四則演算についても家庭学習などを通してく

り返し指導を進めたい。

・課題解決的な学習（課題提示－課題把握－課題追究－課題解決）を基本的には小単元ご
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とに取り入れ、生徒一人一人が自ら考え、考えた内容をもって学習に取り組めるようにし

たい。

・ある数量を他の数量を基に文字を使ってあらわすことを概念化するまでに次のように学

習を進めたい。

①学習課題は明確に提示し、生徒一人一人に把握させたい。

②把握させた学習課題を、生徒一人一人が自分なりに解決した内容を持つことができる

ように、時間と場所を与えたい。また、具体物を使って操作的に考えを持たせることと同

時に、個別の支援が必要な生徒には、ヒントや助言などを与えるとともに、計算まちがい

などにも気づくように個に応じて課題解決をさせたい。生徒一人ひとりが自分なりに解決

した内容はノートやプリント等に記述させ、自分の意見を明確にさせたい。

③解決した内容を発表し合う場を設定し、解決した内容を持ち、その内容と結び付ける

ことにより、学習への関心、自分の存在感、他者への関心、共感を持たせたい。また、意

見を比べていく活動を通して、自分の意見を挙手によって明確にし、いろいろな解き方の

あることや既習の事項をうまく活用していること、正しい根拠に基づいて説明しているこ

とに気づかせていきたい。

④発表された内容に共通していることは何かということを通して、文字式はある数量を

他の数量を基に表していることに気づかせたい。

《校内研修との関わり》

教材観を４観点を基に構成的に考えることを通し、この教材で高めさせたい生徒の思考

力や表現力をより明確に捉えることができると考える。それを基にこの教材で思考力、表

現力を高める授業を適切な場面で様々な工夫をしながら学習計画の中で組んでいきたい。

Ⅲ，教材の系統

小学校 第１学年 第２学年 第３学年

数の代わ 文字 をつかっ

りに文字 た式 変 数 ・ 変

を用いる 域・定数 χ ＝ a の χ ＝ a の
こと と き の ｙ と き の ｙ

数の累乗 文字 使用のき の値 の値

まり

文字を用

いて数量 数量の表し方 方程式の応

を表すこ 用

と

代入と式の値 方程式の解 不等式

正負の数 連 立 方 程 ２次方程

の計算 式 式

一次式の計算 方程式の解

法

分配法則

文字 を使った 式の計算 多項式

公式

Ⅳ，学習目標

①数の代わりとしての文字のよさに気づき、ある数量を他の数量を基に文字を用いて表
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そうとする。

②文字式はある数量を他の数量をもとに規則性を持った関係を表すということに気付

く。

③文字式の表し方のきまりにしたがって文字式を表し、四則演算ができる。式の値を表

すことができる。

④文字式の表し方のきまりが分かる。文字を使った求積公式がわかる。

Ⅴ，学習計画（全１５時間）

内容 時 項 学 習 内 容 評 価

１ χを使った文 ・正方形をχ個つくるとした ・正方形の数χを基にマッ

字の式の意味 ときのマッチ棒の本数の求め チの数を求める式がプリン

方についていろいろな方法で トに導き出せたか。(関、考)

求めてみよう。またそのとき

に文字を使った式も考えてみ

よう。

文 ２ χを使った文 ・文字を使った式の発表 ・正方形の数χを基に様々

字 (本時) 字の式の意味 ・発表した内容の仲間分け、 な式でマッチの本数を表せ

を を深める 共通性を見つける。 ることがプリントにまとめ

使 られたか。（表、考）

っ

た ３ 文字の使用 ・ある数量を他の数量を基に ・教Ｐ４５問３の問題をノ

式 文字式であらわすこと ートに文字式で表すことが

できたか。（表）

４ 文字を使った ・文字式での積、累乗、商の ・教Ｐ４８問４、たしかめ

５ 式の表し方 表し方 ４、Ｐ４９たしかめ５がで

きたか。（表）

６ 代入と式の値 ・代入と式の値 ・教Ｐ５２たしかめ２がで

きたか。（考、表）

７ 問題演習 ・基本の問題 ・教Ｐ５３基本の問題がで

きたか。（表）

８ １次式の計算 ・式の項と係数 ・教Ｐ５３問１ができたか。

（知）

９ ・１次式の加減 ・教Ｐ５５た３，Ｐ５６た

４、Ｐ５７た５ができたか。

文 （知、表）

字 １０ ・ 数と１次式の乗法 ・教Ｐ５９問９ができたか。

の （考、表）

計 １１ ・分配法則を使った式の計算 ・教Ｐ６０問１０ができた

算 か。（表）

１２ 文字を使った ・図形の公式 ・教Ｐ６１問２，３ができ

公式 たか。（知、表）

１３ 問題演習 ・基本の問題 ・教Ｐ６２基本の問題がで

きたか。（表）

演習 １４ 問題演習 ・章の問題Ａ、Ｂ ・教Ｐ６３、６４章の問題

ができたか。（表、考）

テスト １５ 評価テスト

Ⅵ，前時の学習
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（１）ねらい

（２）準備 生徒 プリント 教師 プリント、発表用紙、ペン

学習活動 時 支援・留意点

課 ・ 本時の課題をつかむ Ｔ１ Ｔ２

題

提

示 正方形をχ個つくるとしたときのマッチ棒の本数を文字を使った式で考え

てみよう。

課

題 文字を使った式 どうしてその式をだしたのか

把 （ ）

握

・本時の時間いっぱい考

えら れることを知らせ

る。 ・いろいろな考えがで

・次の時間に発表をして きそうなこと、式が複

いくことを知らせる。 数できそうなことを知

課 ・いろいろな考えができ らせ 、意欲を高めさせ

題 そうなこと、式が複数で る。

追 ・グループで考えていく。 ５ きそうなことを知らせ、 ・一人が分かったらグ

究 ①３×χ＋１ 意欲を高めさせる。 ループの一人一人が説

②４＋３×（χ－１） ・一人が分かったらグル 明できるように支援し

③４×χ－（χ－１） ープの一人一人が説明で ていくように促す。

④２×χ＋（χ＋１） きるように支援していく ・思いつかないグルー

⑤χ＋χ＋（χ＋１） ように促す。 プの生徒には口頭でヒ

・思いつかないグループ ントを与えていく。

の生徒には口頭でヒント ・できたグループには

を与えていく。 賞賛を与え、他の式は

・できたグループには賞 ないか考えていくよう

賛を与え、他の式はない に促す。

か考 えていくように促 ・説明のしかたについ

す。 てアドバイスをする。

・発表者を決め、発表用の紙 40 ・机間指導をしてできた
に式やそのわけを書く。 グループには発表用の紙

にペンで書くように伝え

る。

・次時の内容を聞く。 50 ・次の時間までに発表 ・どの班も準備ができ

ができるように伝える。 ているか確認する。

（３）評価 正方形の数χを使ってマッチの本数を表す式をプリントに書けたか。

Ⅶ，本時の学習

（１）ねらい 文字を使った式の意味を深める。
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（２）準備 生徒 プリント、発表用紙 教師 プリント

学習活動 時 支援・留意点

・前時までの学習の確認と本 Ｔ１ Ｔ２

課 時のめあてを知る。 ・今日は前時につくった

題 式について発表してもら

追 い、いろいろ考えていく

究 ・証明した内容を発表し合い ３ ことを知らせる。

検討する。

・発表を尊重するように ・発表がしっかり聞け

①３×χ＋１ 促す。 ているかを確認し、聞

②４＋３×（χ－１） ・発表者に質問を受けて けていない生徒には注

③４×χ－（χ－１） もらいクラスの全員が納 意を促す。

④２×χ＋（χ＋１） 得いくようにしていく。 ・発表の内容が分から

⑤χ＋χ＋（χ＋１） ・特に、質問が出なく、 なそうな生徒には質問

それでも分かりづらい場 をするように促す。

20 合のあるときは教師側か
らも質問をする。

・どの式も同じ数を表すこと ・どの式も正方形の個数

を知る。 χをつかってマッチの本

数を表していることを伝

える。

・発表された内容の仲間分け ・仲間分け ・自分がどの発表と同

とその観点を考える。 30 ３本ずつ増える ①② じか挙手するとき、気

４本ずつ増えていくつ づけない生徒に支援を

減るか ③ する。

上下の２本と縦棒がい

くつ増えるか ④⑤

課 ・すべてに共通するものが正 ・「正方形の数χをもと ・プリントに一人ひと

題 方形の数χをもとにマッチの にマッチの本数を表して りしっかり書けている

解 本数を表している式というこ 45 いる式である」とプリン か確認する。

決 とを考える。 トにまとめる。

（３）評価 「正方形の数χをもとにマッチの本数を表している式である」とプリントに

まとめられたか。


